
熊本大学工学部 附属革新ものづくり教育センタ ー 平成25年度 年次報告書

学園祭ものづくり体験コ ーナー

1. はじめに

本報告は， 平成 25 年度に熊本大学の文化祭で開催

した「ものづくり体験コ ーナー」の実施状況， および

その成果について行うものである．

日本の経済は戦前からものづくりに支えられ成長し

てきた． 主力となる製品は時代により常に変化してき

たものの， 現在も依然としてものづくりは我が国の産

業の要であり， 日本は技術立国としての世界的地位を

維持している． しかし， 近年それらを支えている技術

者が減少するのではなし、かという懸念が持たれている．

工学部進学を希望する学生が年々減っているからだ．

我々は， その原因を幼少期にものづくりに携わる機会

が少ないからであると考えた． 現在はバーチャルな遊

びが増加し， 子供たちが何かを作って遊ぶ機会が失わ

れつつある． 今後も多くの優秀な人材が技術者を目指

すようにするためには， 彼らがものづくりに触れる機

会を積極的に設ける必要がある． また， 女性の技術者

が以前よりも増加している点にも注目した． しかし，

男性の技術者に比べると圧倒的に少ない． この機会を

利用して， 男児だけではなく女児にも興味を持っても

らえるようなものづくりを提供した

ものづくり体験コ ーナーの目的は， 日本の将来を担

う子供たちにものづくりの一端に触れてもらい， その

楽しさを知ってもらうことにある． 平成 25 年度は実

際にものづくりを体験してもらうコ ーナーから， 我々

の研究内容を紹介するコ ーナーまで幅広く展開した

そうすることで， 工学部の活動とイメ ー ジが直接結び

つきやすくし， 工学部に対する宣伝効果をより強固な

ものにした．

2. これまで

ものづくりコ ーナーは平成 17 年度に初めて設置し

て以来， 今回で 9 年目を迎えた． 過去 2 年間の実施項

目を以下に示す．

平成 22 年度

．ミニ四駆コ ーナー ・七宝焼きコ ーナー

．プラ板コ ーナー ．ビー ズコ ーナー

平成 23 年度

．プラ板コ ーナー ・七宝焼コ ーナー

・印鑑作りコ ーナー ・木工工作コ ーナー

・壁面移動装置の運転体験
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表l 平成 22 年度 ものづくり体験コ ーナー
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反省点

既製品を組み立てるだけで， 子供

ミニ四駆コ ーナー たちの自由な創作意欲が掻き立て

られない．

ビー ズコ ーナー

高温のアイロンを使用するため，

危険を伴う．

表2 平成 23 年度 ものづくり体験コ ーナー

反省点

卓上フライスを実際に用いるの

印鑑作りコ ーナー は学生であるため， 参加者は印

鑑のデザインしかできない．

工作の自由度が高すぎて構想の

木工工作コ ーナー 段階でつまずく参加者が多かっ
た．

毎年参加している人にとって 2

プラ板コ ーナー 年連続でのプラ板製作は面白み

に欠けるようだった．

七宝焼きコ ーナーとプラ板コ ーナーは人気コ ーナー

であるため 2 年連続で実施した． 表 l， 表2 は過去 2

年間の反省点をまとめたものである．

表1の反省点を考慮し，平成 23 年度はミニ四駆コ ー

ナーとビー ズコ ーナーを廃止した． 代わりに平成 23

年度は， 卓上フライス盤を用いて作る印鑑作りコ ーナ
ーと自由に製作できる木工工作コ ーナー， 大学の研究

を紹介する壁面移動装置の運転体験のコ ーナーを新た

に設けた．

表2 の反省点、を考慮し，平成 24 年度は印鑑作りコ ー

ナーと木工工作コ ーナー，プラ板コ ーナーを廃止した．

七宝焼きコ ーナーは簡単に伝統工芸に触れることがで

きるという点を重視し，平成 25 年度も継続することと

した．

3. 実施状混

開催期間は文化祭の期間のうち1日である． 運営人

数は前年までの状況を踏まえ， 学部学生7名， 院生6

名で行った． 各々の実施内容に関する詳細は以下の通

りである．






